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 2学期も様々な行事がありますが、学校生活の中心は授業です。生徒も生活の中心に
なっている授業が充実してこそ、楽しく豊かな学校生活が期待できるのではないでしょ
うか。教職員においても、様々な業務が増える中ではありますが、生徒が夢中になれる
楽しい授業づくりに集中できる職場環境を整えることが、管理職の責務でもあります。
2学期から宇部市の方針で、学校での電話対応が8:30～18:00までとなりました。教
材研究の時間を十分確保するためにも、ご来校やお問い合わせ等も、その時間内でお願
いできますよう、ご理解・ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 
 話は変わって、先日40年ぶりくらいに小学校の恩師に会いました。実際に会った訳
ではなく、ある新聞のコラムで見かけました。その先生は若くて、かっこいいバイクで
登校し、当時流行っていたキン消し（キン肉マン消しゴム）を1個までなら持ってきて
も良いと言う独自ルールをクラスで作り、今考えると多少型破りなところもあった先生
ですが、情熱的かつ子ども目線で触れ合い、その温かく大らかな心をもって、ほとんど
の子どもたちのハートを掴んでおられる魅力的な先生でした。それから40数年の時が
流れ、そのコラムには、退職後に水泳やゴルフに真剣にチャレンジしている生活ぶりや
教職員時代の授業づくりにおいて、このような事が書かれていました。 
『年を取ると若いころを思い出すと聞いたが本当だった。経験も知識も乏しかった私

は授業づくりに悩んでいた。先輩から「授業で大切なことは子どもの内言を引き出すこ
と」と聞いたが意味が分からなかった。しかし徐々に「内言とは言葉になる前の気持ち
の高まりのようなもの」と理解した。それならば内言の生まれる授業をしようと方向性
が見えた。そこで当時の給料の4倍ぐらいしたビデオカメラを購入した。炭鉱跡が残っ
ていた校区は、昭和の中頃までにぎわっていた。それを映像で再現し、子どもたちにふ
るさとの自信と愛情をもたせたい。そこで当時を知る方と山に入り、炭鉱跡を回った。
雨が激しく山道で転んでしまったが、カメラはしっかり体で守っていた。学校で映像を
見ると何も映っていなかった。再度1人で山に入り、何とかその映像を編集した。苦労
もあったが映像を見る子どもたちの目は輝いていた。少しだけ子どもたちの内言を引き
出せたと思った。体験や間接体験が子どもの心を揺さぶる。住んでいる地域ならなおさ
ら。教師としての努力の方向性がまた少し定まった気がした。』 
という内容でした。一生の内にこの様な先生と出会えた生徒は 
幸せ者です。実は私自身が40年前のその映像を見ながら目を輝 
かせていた一人です。まだエアコンがなかった時代、暑く密集 
した家庭科室で汗をかきながら、その暑ささえ忘れて夢中で見 
た映像と、横で自慢げに解説する若き先生の情熱的な授業が昨 
日の事のように思い出されます。今一度、教師の一番の本分は 
授業であることを忘れず、プロ意識をもって一期一会の心に残 
る授業をめざしてまいりたいと思います。【校長 糸本 康浩】 
 

トークフォークダンスの参加申込はこのＱＲからできます！ 

詳細はＨＰでも。 https: www.ube-ygc.ed.jp/myj/ 
 

学校生活の中心は授業。桃山中はお互いが学び合い 

深め合う、充実した楽しい授業をめざします！ 

～ 笑顔の絶えない生徒全員がハッピーになれる学校 ～ 

【学校教育目標】ふるさとを愛し、夢の実現に向けて自ら学び続ける生徒の育成をめざして 
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